
＜応募期限＞
令和５年９月２９日（金） 必着

詳しくはこちら

～身近な流域治水の報告を求む！～

自由研究大募集
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 目的
土岐川・庄内川での流域治水を広く周知・PRするた

め、土岐川・庄内川流域治水の自由研究を募集します。
自由研究をとおして、若い世代が土岐川・庄内川での流
域治水について考え、流域治水への理解・親しみをもっ
ていただくことを目指しています。

 応募期限
令和５年９月２９日（金） 必着

 応募資格
小・中学生の個人またはグループ

 応募規程
• 土岐川・庄内川の流域に関する内容であること。

• 規格及び用紙などは特に限定しません。

• 写真の添付やイラスト挿入は自由です。

• 破損しやすいものや危険物などは応募できません。

• 作品の本文、写真、図表等は、他の著作権その他の
権利を侵害しないようご注意ください。

• 応募点数は一人（一グループ）１点とします。

• 応募作品は自作（他の作品を模したものでない）
かつ未発表作品に限ります。

• 他のコンクールと同時に応募は可能です。

• 応募に必要な費用は、応募者自身の負担とします。

• 応募作品は令和6年２月頃を目途に参加賞とともに順
次返却します。

• 応募された作品は、庄内川河川事務所WEBサイトへ
の掲載や公共施設にて展示させていただくことを予
定しています。

 応募方法
• (1)作品タイトル、(2)学校名、(3)学年、(4)名前を

作品に記入し、応募様式を添付の上、庄内川河川事
務所に直接持参するか郵送してください。

※応募様式は庄内川河川事務所WEBサイトでダウンロードしていた
だくか、庄内川河川事務所へお問い合わせください。

 審査・発表
• 応募作品は協議会にて厳正に審査を行い、優秀な作

品は「最優秀賞」および「優秀賞」として表彰しま
す。

• 最優秀賞および優秀賞を受賞された方には、「賞状
＋副賞（一日庄内川河川事務所長体験）」を授与し
ます。

• 参加者全員に、参加賞として、調査員任命証等をお
送りします。

• 受賞者については、令和５年12月頃に開催予定の
流域治水協議会にて発表いただき、表彰する予定で
す。

 賞及び表彰
最優秀賞 １点 賞状＋副賞（一日事務所長体験）

優秀賞 数点 賞状＋副賞（一日事務所長体験）

参加賞 全員 調査員任命証等

☆ 詳細情報（募集要領、応募様式等）
や流域治水については、庄内川河川

事務所WEBサイトを参照ください。

流域治水って？

 流域治水とは河川の仕事をしている人たちだけではなく、流域のみんなで一緒に水害を減らすよう
に取り組もうという考え方です。

 土岐川・庄内川の流域では国、県、流域の市町や民間企業等から構成される流域治水協議会を全国
に先駆けて設立し、流域のあらゆる関係者が協働して水災害対策に取り組む体制を構築しました。
現在は44機関もの関係者が参画しています。

森林によって雨水
が川に流れ込む水
の量を減らすよ

川を掘ったり、
堤防を高くした
りして、川の水
があふれないよ
うにするよ

雨水を地下にため
ることで、水害を
防ぐよ

公園や校庭に一時
的に水をためるよ

田んぼがもとも
と持っている水
をためる機能を
利用して洪水を
防ぐよ

水害が起こりそう
なところから引越
しを考えるよ

普段は農業に
使っている水を、
大雨が降る前に
流して、多くの
水をためられる
ようにするよ

大雨の時、川を流
れる水の量を調節
するよ
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